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発行者情報
1. 発行者

常務取締役 労務安全部長
村山 英明

2. 目的
橋本店の環境経営方向性を記録・説明

3. 文書種別
構想設計及び社内承認済み展開資料

2



構想の背景
1. 気候変動対策

次の一歩として重要な取り組み

2. Scope1,2対応済
既存の排出量管理を実施中

3. Scope3への拡張
バリューチェーン全体への対応が不可欠
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CFPの必要性
• 建設業の責任
資材・設備の排出量見える化は社会的責任です。製品単位・工事単位での管理が求めら
れています。

• 競争力向上
CFP対応は受注競争力となります。環境配慮型企業としての差別化要素になります。
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EcoNiPassの活用実績
1. Scope1・2可視化

GHG排出量の可視化・管理実績あり

2. 次のステップ
CFP機能の本格運用に挑戦

3. システム活用
EcoNiPassの豊富な機能を活用
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出典：
https://corp.wingarc.com/
public/202505/news2867.
html

https://corp.wingarc.com/public/202505/news2867.html
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https://corp.wingarc.com/public/202505/news2867.html


CFP機能の技術概要
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１
•排出係数設定
•資材ごとの詳細設定が可能

２
•構成比グラフ
•視覚的な分析機能を提供

３
• PDF出力
•報告書作成機能を搭載

４
•原価管理機能
•既存システムとの統合可能性

出典：
https://econipass.com/cf
p-calculation-method-
using-econipass/

https://econipass.com/cfp-calculation-method-using-econipass/
https://econipass.com/cfp-calculation-method-using-econipass/
https://econipass.com/cfp-calculation-method-using-econipass/


試算対象の初期設定
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１
• セメント
• 主要材料として優先対象

２
• 鋼材
• 排出量の大きな構成要素

３
• 生コン
• 使用頻度の高い基本資材



用途のイメージ
1. 提案書作成

自治体向け工事提案書に添付予定

2. PR資料活用
資材排出量管理・抑制のアピール材料

3. 差別化要素
資材排出量管理・抑制のアピール材料
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制度との関係
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１
• エコ・ファースト制度
• 主要水準要件に該当

２
• CFP表示要件
• イ_6項目として認定

３
• 申請文書反映
• 本書を添付資料としても活用



進行状況
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１
• 仕様連携完了
• EcoNiPass提供企業（ウイングアーク１ｓｔ）と調整済

２
• 画面出力確認中
• システム機能の動作検証を実施

３
• ６月末報告予定
• 排出係数と実績照合を完了予定



活用後の展開案
1. 提案書標準化

CFP付き提案書の標準運用

2. 顧客対応拡大
自治体・民間ゼネコン向け展開

3. 環境対応型企業
2030年脱炭素社会での生き残り
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他部門との連携
1. 労務チーム

現場作業との連携強化

2. 安全チーム
安全管理との統合運用

3. 施工チーム
実際の施工データ活用

4. 原価チーム
コスト管理との連動

12



中小建設業のモデルとして
• 橋本店では、この取組を中小建設業が行えるロールモデルとして展開します。
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大企業の先行 中小企業の挑戦 成功モデル

GHG可視化で先行
されがちな現状

EcoNiPassで
実装可能性を証明

業界全体への
波及効果を期待



リスクと対応方針
• 本プロジェクトのリスク対応として以下の取組を決定しています。
社内における効果的な運用と偶発性リスクも含め、下記の通り対応します。

1. ３段階導入
リスク回避のための段階的実装

2. 第三者レビュー
数値の正確性、運用の妥当性・有効性の確保

3. 誤解防止
明確で誤解のない可視化
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今後の予定
• 橋本店では、CFP対応として以下のステップで計画着手しており、今後の成果につなげ
ます。

1. 2025年5月
初期設計、社内報告・承認済み

2. 2025年6月
初期試算データ出力

3. 2025年7月
社内向け活用方針共有会

4. 2025年度内
案件ベースのCFP活用提案を正式スタート
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